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研究成果の概要（英文）：We studied automatic software debugging by focusing on the localization of 
faults in programs.  For this purpose, we adopted the notion of constraints.  Specifically, we 
construct constraint satisfaction problems from inputs, programs, and post-conditions, and then 
localize constraints that cause the violations to indicate the corresponding program parts as 
candidates of the faults.  We particularly constructed soft constraint-based methods for automatic 














































































































































































C プログラムから TF を構成するために，
ClangとLLVMを用いている．これらによって，
C プログラムから静的単一代入形式の中間表
現を生成する．さらに，有界モデル検査と同
様の方法でループと再帰を特定の上限回数
まで展開した結果を用いて，FFTF または HFTF
に基づく TF を構成する．	
誤り特定のための入力の生成と，誤り箇所
の候補の計算のために，Yices	1 を用いてい
る．Yices	1 は背景理論付き充足可能性判定
のためのソルバーであり，MaxSAT をサポート
している．	
本ツールは，GNU	General	Public	License	
v3 に基づくオープンソースソフトウェアと
して GitHub 上で公開した．レポジトリには，
本ツールのプログラムに加えて，そのビルド
や使用の方法を説明するドキュメントと，本
ツールの評価に用いたベンチマークプログ
ラムも含めている．	
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